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１
月
定
例
学
習
会

　
平
成14

年
１
月12

日
（
土
）

　
建
築
技
術
者

　
大
室　
尊
昭　
氏

　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
阪
神
大
震
災
か
ら
、
早
７
年

の
月
日
が
経
っ
た
。
い
ま
改
め

て
地
震
の
怖
さ
を
思
い
出
し
、

災
害
に
強
い
住
環
境
は
ど
う
す

れ
ば
得
ら
れ
る
か
と
い
う
事
を

考
え
た
い
。
（
ビ
デ
オ
を
３
本

紹
介
）

　
地
震
に
強
い
家
造
り
の
ポ
イ

ン
ト
は
、

①

地
盤
調
査
等
に
よ
っ
て
、
地

盤
の
性
状
を
正
確
に
把
握
し
、

当
該
地
が
過
去
に
池
や
沼
地
を

埋
め
立
て
て
造
成
さ
れ
た
場
合

な
ど
の
様
に
、
軟
弱
地
盤
で
あ

れ
ば
、
地
盤
改
良
そ
の
他
適
切

な
措
置
を
講
ず
る
。

②

基
礎
下
部
の
地
業
は
、
手
抜

き
工
事
の
事
例
が
多
く
、
施
工

監
理
に
注
意
を
要
す
る
。

③

基
礎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
と
し
、
布
基
礎
よ
り
も
底
盤

を
有
す
る
Ｔ
字
型
断 

、
あ
る
い

は
全 

ベ
タ
基
礎
が
望
ま
し
い
。

④

基
礎
の
鉄
筋
は
か
ぶ
り
厚
さ

や
コ
ー
ナ
ー
補
強
、
定
着
長
そ

の
他
構
造
力
学
上
、
し
か
る
べ

く
配
筋
さ
れ
て
い
る
こ
と 

。

⑤

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
の
養

生
期
間
は
、
強
度
の
発
現
に
十

分
な
時
間
を
確
保
す
る
事
。

（
少
な
く
と
も
２
週
間
は
必

要
）

⑥

構
造
軸
組
（
土
台
・
柱
）
は

基
礎
と
ホ
ー
ル
ダ
ウ
ン
金
物
に

よ
っ
て
緊
結
さ
れ
て
い
る
こ

と
。                  

⑦

屋
根
は
軽 

化
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

⑧

柱
材
は
十
分
な
断 

を
確
保
す

る
。

⑨

野
地
板
や
壁
下
地
板
は
乱
貼

り
と
し
て
、
継
ぎ
目 

置
を
変
え

る
と
よ
い
。
ま
た
、
下
地
板
を

斜
め
に
配
置
す
れ
ば
筋
交
い
効 

が
期
待
で
き
る
。

⑩

施
工
監
理
を
第
３
者
の
専
門

家
に
委
託
す
る
の
が
よ
い
。

　
　
　
　
（
記　
中
北　
清
）

▼

２
級
検
定
試
験
対
策
講
座

主
催　
ふ
く
て
っ
く

後
援　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
セ

ン
タ
ー
・
朝
日
厚
生
文
化
事
業

団定
員　

30

名
程
度

収
が
３
５
０
万
円
の
設
計
士
な

ら
、
人
件
費
だ
け
で
も
少
な
く

と
も
１
時
間
３
０
０
０
円
の
評

価
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
（
事

務
所
経
費
そ
の
他
の
間
接
費
を

含
め
る
と
、
そ
の
倍
以
上
に
な

る
）
。

　
市
井
で
は
既
に
、
住
宅
改
造

が
立
派
な
実
業
と
し
て
確
立

し
、
多
く
の
労
働
者
が
こ
れ
に

よ
っ
て
生
計
を
立
て
る
に
至
っ

た
今
日
に
お
い
て
、
こ
の
ま
ま

の
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
本
当

に
当
会
の
存
在
意
義
に
な
る
も

の
か
と
疑
問
に
感
じ
る
が
い
か

が
か
。

＊
懇
談
会　
介
護
保
険
後
に
発

生
し
て
い
る
問
題
の
背
景
は

①

介
護
保
険
手
続
き
に
要
す
る

事
務
経
費
が
大
き
す
ぎ
る
事
と

そ
の
よ
う
な
手
続
き
を
処
理
す

る
事
の
精
神
的
不
毛
性
。

②
介
護
保
険
は
あ
く
ま
で
も
要

支
援
以
上
の
者
を
対
象
と
し
て

い
る
が
、
我
々
の
理
念
は
む
し

ろ
予
防
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。

③

裕
福
な
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
安
価
な

コ
ス
ト
）
で
行
う
意
味
が
ど
こ

に
あ
る
か
。

④

す
で
に
事
業
と
し
て
成
立

　
２
月
の
活
動
懇
談
会
に
お
い

て
、
参
加
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
忌

憚
な
い
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

概
ね
次
の
よ
う
な
発
言…

①

事
業
計
画
は
利
用
者
の
立
場

に
立
っ
た
も
の
に
し
た
い
。

あ
り
た
い
。

⑥

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
（
利

益
）
を
出
す
よ
う
な
対

価
の
設
定
を
し
て
、
豊

か
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
目
指
そ

う
。

⑦
な
か
な
か
事
業
運
営

が
難
し
い
の
は
、
予
想

さ
れ
る
執
行
部
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
本
業

を
持
つ
現
役
で
多
忙
で

あ
る
か
ら
。

⑧

住
宅
改
造
も
介
護
保

険
利
用
が
多
く
な
り

（10

月
以
降
の15

件
中

13

件
）
、
短
時
間
で
完

了
す
る
希
望
に
添
う
に

は
プ
ロ
の
仕
事
に
せ
ざ

る
を
得
ず
、
製
作
部
メ

ン
バ
ー
の
出
番
を
つ
く

る
事
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
会
の
活
動
原
則

が 

ら
な
い
ま
ま
形
骸
化

し
て
い
る
わ
け
で
、
原

則
に
立
ち
戻
っ
て
活
動

を
変
え
る
（
介
護
保
険

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ

　
２
月
３
日
（
日
）
２
０
０
２

年
最
初
の
子
ど
も
木
工
教
室

で
、
節
分
の
日
で
も
あ
り
ま

す
。
今
年
の
木
工
部
会
の
テ
ー

マ
は
子
ど
も
達
に
道
具
の
使
い

方
や
木
の
知
識
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。

　
今
ま
で
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
で

は
、
予
め
準
備
し
た
木
片
を
ボ

ン
ド
で
貼
り
付
け
る
と
い
う
方

法
で
し
た
が
、
今
回
初
め
て
の

試
み
と
し
て
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ

た
「
ネ
ジ
ア
ニ
マ
ル
」
と
い
う

お
も
ち
ゃ
作
り
を
し
ま
し
た
。

10
人
ず
つ
２
回
に
分
け
て
の
教

室
で
、
平
松
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー

木
造
建
築
の
耐
震
性
能
と　

 

手
抜
き
工
事
に
つ
い
て

②

安
価
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ

る
と
事
業
化
は
困
難
。
必
要
な

費
用
は
か
か
る
の
だ
。

③

補
助
金
や
寄
付
金
を
あ
て
に

せ
ず
、
経
済
的
に
自
立
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
（
体
力
を
つ
け
る
）

④

よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
所
を
目

指
す
べ
き
。
ひ
と
つ
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ

る
覚
悟
が
必
要
。

⑤

シ
ン
ク
＆
ア
ク
ト
タ
ン
ク
で

介
護
保
険
に
よ
る

住
宅
改
造
の
問
題
点

と
当
会
の
活
動
理
念

子
ど
も
木
工
教
室

と
し
、
ノ
コ
ギ
リ
の
使
い
方
を

説
明
し
た
あ
と
取
り
か
か
り
ま

す
。

　
１
回
目
は
ふ
く
て
っ
く
と
子

ど
も
達
の
呼
吸
が
少
し
ず
れ
て

い
た
も
の
の
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ス

タ
ッ
フ
（
杉
浦
さ
ん
・
有
馬
さ

ん
・
平
松
さ
ん
・
松
本
さ
ん
）

に
助
け
ら
れ
、
多
少
経
験
の
浅

い
私
（
光
川
）
で
し
た
が
、
み

ん
な
上
手
に
作
っ
て
い
ま
し

た
。
２
回
目
は
経
験
を
生
か
し

て
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組
め
ま
し

た
。

　
道
具
の
使
い
方
の
基
本
と
安

全
に
対
す
る
意
識
、
そ
こ
か
ら

物
作
り
を
教
え
て
い
く
過
程
の

中
で
、
気
を
抜
い
て
は
な
ら
な

い
空
間
を
体
験
し
た
１
日
で
し

た
。

　
ネ
ジ
の
部
分
で
動
く
牛
を

持
っ
て
喜
ん
で
帰
っ
て
行
く

子
ど
も
を
み
て
い
る
と
、
こ

の
企
画
を
た
て
て
良
か
っ
た

と
心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。　
　
　

（
記　
光
川　
聿
子
）

　
基
本
事
業
部
リ
ー
ダ
ー
畑
氏

か
ら
提
言
が
あ
り
２
月
の
例
会

と
懇
談
会
で
討
議
を
重
ね
た
。

＊
例
会　
介
護
保
険
導
入
後
の

住
宅
改
造
現
場
の
実
状
に
は
多

大
な
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

　
そ
の
１
つ
は
、
介
護
保
険
手

続
き
に
か
な
り
の
労
力
が
必
要

な
事
。
我
々
の
活
動
が
そ
の
為

に
、
つ
ま
ら
な
い
作
業
に
費
や

さ
れ
て
し
ま
い
、
有
効
な
貢
献

性
を
減
じ
て
い
る
。
し
か
も

我
々
に
と
っ
て
な
に
よ
り
大
切

な
活
動
に
伴
う
充
足
感
・
喜
び

を
著
し
く
損
な
っ
て
い
る
。

（
む
な
し
い
）

　
次
に
、
介
護
保
険
の
利
用

は
、
裕
福
な
人
に
も
こ
だ
わ
り

な
く
受
け
入
れ
ら
れ
始
め
た
こ

と
は
歓
迎
す
べ
き
だ
が
、
結 

当

会
へ
も
そ
う
し
た
富
裕
層
か

ら
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
つ
つ
あ

り
、
現
実
に
こ
れ
ら
の
事
例
を

担
当
す
る
と
、
何
故
そ
の
よ
う

な
人
の
た
め
に
我
々
が
有
償
と

は
い
え
、
安
価
な
対
価
で
尽
く

さ
ね
ば
な
ら 

の
か
と
思
う
。

　
実
業
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
年

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
計
を
た

て
る
労
働
者
が
多
数
存
在
す
る

社
会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
正

義
か
。

　
当
会
は
発
足
以
来
、
社
会
に

欠
け
た
る
部
分
を
補
完
し
つ

つ
、
真
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を

先
駆
的
に
担
っ
て
き
た
。
し
か

る
に
、
上
記
の
ご
と
く
明
ら
か

に
当
時
と
は
社
会
状
況
に
大
き

な
差
異
が
生
じ
て
い
る
。

　
当
会
の
な
す
べ
き
は
、
過
去

の
活
動
を
形
態
的
に
踏
襲
す
る

事
に
あ
ら
ず
、
初
期
の
理
念
で

あ
る
「
社
会
に
今
、
な
に
が
求

め
ら
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
原

日
時　
４
月
６
・13

・20

　
　
　
　
５
月11

・25

・
６
月

８
日

　
　
　
　
（
土
曜
日
全
６
回
）

午
前10

時
〜
午
後
５
時50

分

受
講
料　
３
万
３
千
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代 

）

締
切
り　
３
月27

日
（
水
）

会
場　
大
阪
市
立
社
会
福
祉
セ

点
に
立
ち
戻
っ
て
考
え
直
す
事

で
あ
る
。

①

現
状
で
市
民
が
何
に
不
足
し

困
窮
し
て
い
る
か
。

②

昨
今
で
は
活
発
な
事
業
を
展

開
す
る
市
井
の
工
務
店
等
の
何

を
正
す
べ
き
か
。

③

制
度
の
不
具
合
は
ど
う
か
。

④

我
々
自
身
に
と
っ
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
と
は
何

か
。

　
そ
の
よ
う
な
所
か
ら
、
改
め

て
活
動
の
基
本
姿
勢
を
問
い
直

す
事
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
　

    　
（
記　
中
北　
清
）

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
受
験
対
策
講
座

　
４
月　

日
時　
４
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
30分
〜
５
時

場
所　
大
阪
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
３
０
５
会
議

室内
容　
学
習
会
（
テ
ー
マ
未
定
）

講
師　
吉
田　
規
美
子
氏　
歯
科
衛
生
士

　
５
月　

日
時　
５
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
30分
〜
５
時

場
所　
大
阪
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
会
議
室
（
予

定
）

ン
タ
ー
（
谷
町
９
丁
目
駅
よ

り
）

問
合
せ　
ふ
く
て
っ
く

06-6614-6800

（
期
間
は
３
月

１
日
〜27

日
の
月
・
水
・
金
曜

日
の
正
午
〜
午
後
４
時
）　

申
込
みFAX06-6569-8288

▼

３
級
検
定
試
験
対
策
講
座

主
催　
勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ふ
く
て
っ
く
講
師
派

遣日
時　
４
月
５
・12

・19

・26

　
　
　
５
月10

・17

・24

・31

日　
　
　
（
金
曜
日
全
８
回
）

　
　
　
午
後
６
時30

分
〜
８
時

受
講
料　
７
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代 

）

会
場　
大
阪
市
立
勤
労
婦
人
セ

ン
タ
ー
（
大
正
区
）

問
合
せ　

06-6554-5376

　
　
　
（
記　
清
水　
麗
子
）

定例会のお知らせＮ
Ｐ
Ｏ
法
人
格

取
得
後
の
事
業

　
　
計
画
に
つ
い
て

は
扱
わ
な
い
）
か
、
実
状
に
併

せ
て
原
則
を
見
直
す
か
。

⑨

木
工
部
と
し
て
は
、10

件
の

う
ち
１
件
ぐ
ら
い
は
製
作
に
関

わ
り
た
い
。

⑩

裕
福
な
対
象
者
に
も
、
精
神

的
な
貧
困
（
孤
独
や
不
安
）
が

あ
る
。
そ
こ
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
領
域
が
あ
る
の
で

は
。

　
　
　
　
（
記　
中
北　
清
）
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此
花
区　
Ｙ
邸　
女
性

　
車
イ
ス
で
座
っ
た
姿
勢
で
調

理
の
で
き
る
よ
う
に
現
状
の
流

し
台
（
ガ
ス
台
共
）
の
改
善
の

依
頼
。

　
ご
自
身
で
各
種
の
資
料
を
取

り
寄
せ
ら
れ
、
熱
心
に
研
究
さ

れ
て
い
る
の
に
感
心
す
る
。
電

動
式
に
て
作
業 

が
上
下
す
る

３
本
。
大
の
男
２
人
で
２
時
間

も
あ
れ
ば
終
わ
る
予
定
で
し

た
。
・
・
・
が
。

　
ま
ず
や
や
こ
し
い
ト
イ
レ
の

横
手
ス
リ
か
ら
着
工
。
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
既
製
品
を
カ
ッ
ト
す
る
。

ノ
コ
ギ
リ
が
安
物
で
お
ま
け
に

手
ス
リ
の
木
が
固
い
。
そ
し
て

取
り
つ
け
開
始
。
し
か
し
壁
の

下
地
が
無
い
。
（
壁
ボ
ー
ド
の

裏
の
縦
胴
縁
が
無
く
て
ビ
ス
が

打
て
な
い
。
）
よ
う
や
く
１
ヶ

所
の
縦
胴
縁
が
み
つ
か
り
、
も

う
１
ヶ
所
は
端
部
で
固
定
す
る

方
法
で
１
回
手
ス
リ
を
は
ず

す
。

　
端
部
の
壁
の
裏
に
点
検
口
か

ら
手
を
ま
わ
し
、
ボ
ー
ド
の
裏

に
補
強
板
を
・
・
・
。
補
強
板

用
の
板
を
切
り
に
く
い
ノ
コ
ギ

リ
で
切
断
。
ボ
ー
ド
裏
に
補
強

板
を
支
え
て
ビ
ス
を
も
む
が
空

回
り
。
い
く
度
か
調
整
し
て
い

る
う
ち
に
手
で
支
え
て
い
た
補

強
板
が
落
下
。
あ
あ
・
・
・
。

　
も
う
１
回
補
強
板
を
作
成
、

再
度
挑
戦
。
・
・
・
ま
た
ダ

メ
。
ま

た
手
ス

リ
を
は

ず
す
。

ボ
ー
ド

裏
に
補

強
板
を

設
け
る

方
法
を

断
念
。

今
度
は

壁
端
部

た
充
電
切
れ
。

　
・
・
・
ビ
ス
の
長
さ
が
足
り

な
い
。
「
も
っ
と
長
い
ビ
ス

は
？
」
「
こ
れ
は
？
」
今
度
は

長
す
ぎ
る
。
Ｔ
氏
下
の
駐
車
場

に
置
い
た
車
ま
で
適
当
な
ビ
ス

を
取
り
に
行
く
。
午
後
２
時
、

既
に
４
時
間
経
過
。
ビ
ス
到

着
。
補
強
板
完
了
。

　
手
ス
リ
取
付
け
・
・
・
。
少

し
長
い
。
ノ
コ
ギ
リ
が
悪
い
上

に
ま
た
こ
の
手
ス
リ
の
木
が
め

ち
ゃ
固
い
。
切
断
、
取
付
け
開

始
。
ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
止
ま

る
、
充
電
。

　
・
・
・
完
了
。
午
後
３
時
。

そ
し
て
掃
除
、
玄
関
に
置
い
て

あ
っ
た
も
の
を
元
に
戻
し
ほ
う

き
が
け
。
仕
事
は
後
片
付
け
が

大
事
。

　
「
お
母
さ
ん
や
っ
と
終
わ
り

ま
し
た
。
」
午
後
３
時
半
。
お

母
さ
ん
は
気
を
使
わ
れ
て
「
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
こ

れ
で
食
事
で
も
・
・
・
」
と
小

封
筒
を
２
つ
差
し
出
さ
れ
る
。

一
瞬
の
迷
い
の
あ
と
す
ぐ
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」　
　
　
　

（
記　
畑　
俊
治
）

住
宅
改
造 

事
例
報
告

座
っ
た
ま
ま

ら
く
ら
く
調
理

た
っ
た
手
ス
リ

３
本
な
の
に
・
・
・

製
品
や
、
作
業 

が
固
定
式
で
も

好
み
の
高
さ
に
合
わ
せ
１
㎝
キ

ザ
ミ
に73

㎝
か
ら80

㎝
間
で
選

べ
る
製
品
等
々
・
・
・
。
但
し

ど
の
製
品
も
サ
イ
ズ
・
使
い
勝

手
・
既
存
の
設
置
条
件
・
価
格

等
を
満
た
す
も
の
が
な
く
、 

注

で
製
作
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
ご
本
人
の
要
望
に
て
高
さ
は

70

㎝
、
奥
行
き
も
座
っ
て
の
作

業
を
考
慮
し53

㎝
と
や
や
狭

い
。
水
栓
金
具
は 

常
シ
ャ
ワ
ー

洗 

混
合
栓
に
使
う
物
を
使
用
、

蛇
口
が
自
由
に
動
か
せ
る
よ
う

に
と
の
要
望
に
こ
た
え
る
。

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ

ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
に
変
更
、
安

全
・
安
心
に
配
慮
す
る
。

　
製
作
に
関
し
て
は
使
用
者
の

意
見
、
要
望
等
を
取
り
入
れ
、

創
意
工
夫
す
る
事
に
よ
り
、
ご

満
足
い
た
だ
け
る
製
品
を
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
記　
後
藤　
秀
樹
）

天
王
寺
区　
Ｙ
邸　
72
歳　
女

性　
依
頼
者
は
ふ
く
て
っ
く
会
員

の
お
母
さ
ん
。
最
近
足
腰
が

弱
っ
て
ト
イ
レ
他
に
手
ス
リ
を

設
け
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。
介

護
保
険
認
定
は
ま
だ
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
マ
ン

シ
ョ
ン
の
10
数
階
。
ト
イ
レ
に

横
手
ス
リ
と
縦
手
ス
リ
各
１
ヶ

所
、
玄
関
に
横
手
ス
リ
１
ヶ
所

の
設
置
。

　
簡
単
（
？
）
な
工
事
だ
と
勝

手
に
解
釈
。
ふ
く
て
っ
く
製
作

部
の
Ｔ
氏
と
私
（
そ
の
日
だ
け

製
作
部
に
転
部
）
で
久
し
振
り

に
自
前
の
工
事
。

　
当
日
１
時
半
よ
り
例
会
。
現

場
が
ふ
く
て
っ
く
例
会
場
所
の

近
く
な
の
で
ラ
ッ
キ
ー
!?
。

10
時
着
工
。
た
っ
た
手
ス
リ

横
胴
縁
を
利
用
し
て
固
定
で

き
な
い
か
？
２
回
目
で
方
針
決

定
。
手
ス
リ
を
付
け
た
り
外
し

た
り
計
５
回
。

さ
あ
こ
れ
で
１
本
目
完
了
か
？

　
今
度
は
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
が

充
電
切
れ
。
充
電
中
に
し
ば
ら

く
休
憩
。
お
母
さ
ん
と
し
ゃ
べ

り
な
が
ら
、
た
ば
こ
を
一
服
。

充
電
完
了
、
ビ
ス
固
定
。
や
っ

と
１
ヶ
所
終
了
。
す
で
に
２
時

間
経
過
。
早
く
し
な
い
と
例
会

に
間
に
合
わ
な
い
。

　
２
本
目
は
ト
イ
レ
の
中
の
縦

手
ス
リ
。
同
じ
よ
う
な
要
領
の

悪
さ
で
な
ん
と
か
完
了
。
３
時

間
経
過
。
例
会
は
あ
き
ら
め
よ

う
。

　
１
本
目
の
手
ス
リ
に
時
間
が

か
か
り
す
ぎ
た
。
「
だ
い
た
い

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
既
製
品
が
悪
い
！

も
う
、
う
ち
の
設
計
で
Ｔ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
を
使
う
の
や
め
じ
ゃ
！
」
と

心
の
中
で
つ
ぶ
や
く
。

　
最
後
は
玄
関
の
横
手
ス
リ
。

ま
ず
補
強
板
の
取
付
け
。
取
付

け
よ
う
と
ビ
ス
を
・
・
・
。
ま

２
月
定
例
学
習
会

　
平
成14

年
２
月
２
日
（
土
）

　
呼
吸
器
外
科
医
師

　
井
内　
敬
二　
氏

　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
結
核
は
、
有
史
以
前
か
ら
人

類
を
冒
し
て
き
た
病
気
で
、

Ｂ
Ｃ
４
０
０
０
年
頃
の
人
骨
に

カ
リ
エ
ス
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
結
核
が
広
く
蔓
延
し
た
の

は
産
業
革
命
以
後
の
都
市
化
に

よ
る
人
口
集
中
が
起
き
た
頃
、

す
な
わ
ち
英
国
で
は
１
９
７
０

年
頃
、
ド
イ
ツ
で
は
１
８
０
０

年
、
日
本
で
は
１
９
１
０
年
頃

に
な
る
。
結
核
と
は
古
く
て
ま

た
新
し
い
病
気
で
も
あ
り
、
そ

の
発
症
は
国
の
豊
か
さ
や
住
環

境
に
も
深
い
関
係
が
あ
る
。

　
そ
の
後
、
公
衆
衛
生
の
向
上

と
と
も
に
羅
患
率
は
低
下
し
て

い
た
が
、
近
年
そ
の
低
下
傾
向

が
鈍
化
し
、97

年
以
降
増
加
に

転
じ
て
い
る
（
１
９
９
７
・
７

結
核
緊
急
事
態
宣
言
）
。99

年
の
発
症
は
４
３
８
１
８
人
で

そ
の
半
数
は65

才
以
上
の
高
齢

者
、
府
県 
で
は
、
大
阪
・
兵

庫
・
和
歌
山
が
ワ
ー
ス
ト
３
と

な
っ
て
い
る
。

　
結
核
は
抗
酸
菌
属
の
結
核
菌

に
よ
る
感
染
症
で
あ
る
。
抗
酸

菌
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
多
数

存
在
す
る
が
殆
ど
病
原
性
は
な

い
。

　
も
と
も
と
は
牛
に
感
染
し
て

い
た
牛
型
菌
が
、
牛
の
飼
育
を

始
め
た
Ｂ
Ｃ
６
０
０
０
年
頃
か

ら
人
型
菌
に
進
化
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
こ
れ
が
肺
内
に
侵
入
し
て
感

染
す
る
が
、
普 

は
発
病
に
は

至
ら
な
い
。
発
病
と
は
感
染
後

３
ヶ
月
か
ら70

年
余
り
の
潜

伏
期
を
経
て
、
封
じ
込
め
ら
れ

て
い
た
結
核
菌
が
再
増
殖
し
て

様
々
な
臨
床
症
状
を
呈
す
る
状

態
を
い
う
。

　
高
齢
者
の
発
病
は
、
新
し
く

感
染
し
た
場
合
と
そ
の
よ
う
に

若
い
頃
に
感
染
し
て
い
た
も

の
が
免
疫
力
の
低
下
と
と
も
に

発
病
に
至
っ
た
も
の
と
２
つ
の

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
近
年
で
は
、
エ
イ
ズ
患

者
に
結
核
の
発
病
が
多
発
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
結
核
に
対
す

る
過
剰
な
反
応
が
あ
り
、
時
に

医
療
機
関
で
さ
え
不
可
解
な
差 

的
言
動
を
発
す
る
事
態
を
起
こ

し
て
い
る
。
我
国
の
医
療
レ
ベ

ル
を
疑
う
問
題
で
あ
る
。

　
他
に
発
病
リ
ス
ク
が
高
い
の

は
、
糖
尿
病
、
胃
切
除
後
、
悪

性
腫
瘍
、
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与
、

人
工
透
析
、
珪
肺
な
ど
の
ケ
ー

ス
が
あ
る
。

　
結
核
は
、
咳
と
と
も
に
飛
散

す
る
「
し
ぶ
き
」
の
核
と
な
っ

て
い
た
結
核
菌
が
裸
の
状
態
に

な
っ
て
空
中
を
浮
遊
中
に
吸
入

さ
れ
て
感
染
す
る
（
飛
沫
核
感

染
）
。
こ
う
し
て
、
ま
ず
肺
に

初
感
染
病
巣
を
生
じ
る
が
、
前

述
の
よ
う
に
抵
抗
の
強
い
個
体

は
発
病
し
な
い
が
、
弱
い
個
体

は
発
病
す
る
（
一
次
結
核
）
。

さ
ら
に
、
一
旦
治
癒
し
た
（
あ

る
い
は
発
病
し
な
か
っ
た
）
病

巣
が
個
体
の
抵
抗
力
の
減
弱
と

と
も
に
再
燃
し
て
発
病
す
る

（
二
次
結
核
）
。

　
従
っ
て
、
結
核
は
直
接
の
接

触
が
な
く
て
も
感
染
し
う
る
の

で
、
空
気
の
流
れ
を
管
理
す
る

事
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
衣

服
や
容
器
を
介
し
て
感
染
す
る

事
は
な
い
の
で
あ
る
。
無
意
味

な
隔
離
に
よ
っ
て
人
道
的
悲
劇

を
生
ま
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
結
核
は
肺
だ
け
に
止
ま
ら

ず
、
肺
の
病
巣
か
ら
結
核
菌
が

全
身
に
及
ぶ
（
１
．
リ
ン
パ
行

性
、
２
．
血
行
性
、
３
．
管
内

性
）
こ
と
が
あ
り
、
結
核
性
髄

膜
炎
、
骨
関
節
結
核
、
腎
臓
結

核
な
ど
に
も
な
る
。
ま
た
、
結

核
菌
は
酸
に
強
く
、
呑
み
込
ん

だ
痰
に
よ
っ
て
腸
結
核
を
起
こ

す
事
も
あ
る
。

　
結
核
の
症
状
は
咳
嗽
、
喀

痰
、
発
熱
、
喀
血
・
血
痰
、

胸
痛
、
体
重
減
少
な
ど
に
現
れ

る
。
初
期
の
症
状
は
風
邪
に
似

て
い
る
が
、
風
邪
な
ら
ば
２
週

間
も
す
れ
ば
直
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
場
合

は
、
結
核
を
疑
う
必
要
が
あ
る

（
一
概
に
は
い
え
な
い
が
）
。

　
結
核
患
者
の
発
見
は
、

①

元
気
で
食
欲
も
あ
り
、
受
診

が
遅
れ
る
。

②

医
師
の
認
識
不
足
に
よ
る
診

断
の
遅
れ
。

③

発
見
の
遅
れ
。

な
ど
で
遅
れ
る
事
が
多
い
。

　
喀
痰
の
検
査
に
よ
っ
て
、
結

核
菌
が
証
明
（
７
０
０
０
個
／

m
l

）
さ
れ
る
の
を
塗
抹
陽
性
と

い
い
、
感
染
力
が
強
く
発
病
率

も
高
い
の
で
、
家
族
・
職
場
な

ど
の
接
触
者
検
診
が
大
切
に
な

る
。
証
明
さ
れ
な
い
場
合
（
塗

抹
陰
性
）
で
は
、
４
〜
８
週
培

養
後
に
再
検
し
て
証
明
さ
れ
れ

ば
培
養
陽
性
、
証
明
さ
れ
な
け

れ
ば
培
養
陰
性
と
す
る
。　

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
は
結
核

の
感
染
を
知
る
唯
一
の
検
査
で

あ
る
が
、
反
応
に
影
響
を
与
え

る
因
子
と
し
て
、
様
々
な
病
的

因
子
の
他
、
溶
液
不
良
、
注
射

方
法
、
判
定
ミ
ス
、
検
査
技
術

な
ど
結
構
困
難
な
要
因
が
あ
っ

て
、
絶
対
と
は
い
え
な
い
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
と
は
、
弱
毒
化
し
た

牛
型
菌
の
生
菌
ワ
ク
チ
ン
（
結

核
予
防
ワ
ク
チ
ン
）
を
接
種

（
経
皮
）
す
る
こ
と
に
よ
り
結

核
に
対
す
る
免
疫
を
得
る
手
法

で
あ
る
。
日
本
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
毒

力
が
他
国
に
比
し
て
ず
っ
と
弱

く
、
副
作
用
が
少
な
い
。

　
１
９
４
４
年
に
ス
ト
レ
プ
ト

マ
イ
シ
ン
が
で
き
て
結
核
化
学

療
法
が
発
達
し
、
一
気
に
患
者

数
が
減
っ
た
。
化
学
療
法
で

は
、
投
薬
に
よ
っ
て
出
現
す
る

耐
性
菌
を
阻
止
す
る
た
め
に
多

種
の
投
薬
で
一
挙
に
菌
を
撲
滅

す
る
（
併
用
療
法
）
が
導
入
さ

れ
る
。

　
外
来
と
入
院
に
よ
る
治
療
成

績
や
周
囲
へ
の
伝
染
結 

に
は
差

違
が
な
く
、
外
来
に
よ
っ
て
十

分
に
処
置
が
可
能
で
あ
る
。

　
結
核
治
療
の
考
え
方
は
、
菌

の
増
殖
を
阻
止
し
て
人
が
持
っ

て
い
る
自
然
治
癒
力
で
病
変
を

修
復
す
る
事
（
待
機
安
静
療

法
）
か
ら
、
リ
フ
ァ
ン
プ
シ
ン

導
入
に
よ
る
短
期
化
学
療
法
に

よ
っ
て
病
巣
内
の
菌
を
殺
菌
し

病
変
の
修
復
を
待
つ
事
へ
移
行

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
短
期

化
学
療
法
が
世
界
の
趨
勢
で
あ

り
、
２
ヶ
月
の
初
期
強
化
治
療

と
４
ヶ
月
の
継
続
治
療
に
よ
っ

て
い
る
。

　
不
完
全
な
治
療
の
場
合
（
医

師
の
ミ
ス
に
よ
る
ケ
ー
ス
と
患

者
の
責
任
に
よ
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
）
、
感
性
菌
は
消
滅
す
る
が

耐
性
菌
が
増
殖
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
、
問
題
が
大
き
い
。

　
結
核
の
対
策
に
つ
い
て
、
日

本
で
は
法
整
備
は
進
ん
で
お
り

（
結
核
予
防
法
）
、
ま
た
保
健

所
は
そ
の
役
割
を
よ
く 

た
し
て

い
る
。
と
に
か
く
、

１
．
健
康
診
断
の
励
行
。

２
．
予
防
接
種
。

３
．
治
療
の
公
費
負
担
。

４
．
命
令
入
所
・
届
出
・
登

録
。
な
ど
が
課
題
と
な
る
。

　
今
後
の
未
解
決
な
課
題
は
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
の
拡
大
で
増
え
る
結

核
の
問
題
と
、
相
対
的
に
増
加

を
続
け
る
非
定
型
抗
酸
菌
症
で

あ
ろ
う
。
後
者
に
は
、

１
．
結
核
が
治
癒
し
た
後
に
こ

う
し
た
菌
が
と
り
つ
く
例
と
、

２
．
中
年
の
女
性
に
原
発
性
に

起
こ
る
例
が
あ
る
。

　
　
　
（
記　
中
北　
清
）

肺
結
核

　
　
知
っ
て
る
つ
も
り
!?


